
東海防衛支局

冬号の主な内容

♦ 令和５年版防衛白書の地方公共団体等への説明

♦ 自衛隊と地方公共団体との連携

♦ 在イスラエル国邦人等輸送の実施

♦ 防衛力の抜本的強化を支える東海３県の防衛生産・技術基盤

♦ 艦艇広報及び自衛隊記念日記念行事 ・東海防衛支局の政策広報

♦ 防衛大臣感謝状贈呈 ・近畿中部防衛局長感謝状贈呈

♦ 「愛三岐のまちから」 岐阜県岐阜市

♦ 各務原市庁舎整備事業

♦ 住宅防音工事の補助限度額の見直し

ぼうえい ２０２３
令和５年

冬東 海 防 衛 だ よ り

愛知・岐阜・三重３県の防衛広報誌

令和５年春号より、名称を「ＴＯＫＡＩ」から「ぼうえい」に変更しました。

みなさまに我が国の防衛について「関心を持っていただきたい」「手に取って

いただきたい」という念いから、この名称にしたものです。

雪の白川郷（岐阜県大野郡白川村）（写真提供：岐阜県白川村役場）



１

東
海
防
衛
支
局
は
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
政

策
及
び
活
動
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
な
ど
の

皆
様
に
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
地
域
社

会
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
、
管
轄

す
る
愛
知
、
岐
阜
及
び
三
重
３
県
の
自
衛
隊
地

方
協
力
本
部
と
連
携
し
て
、
地
方
公
共
団
体
な

ど
に
防
衛
白
書
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
版
防
衛
白
書
は
、
令
和
４
年
12
月

の
国
家
安
全
保
障
戦
略
な
ど
安
全
保
障
関
連
の

三
文
書
策
定
後
、
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
白
書
で

あ
り
、
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
の
必
要
性
や
そ

の
内
容
な
ど
を
詳
し
く
記
述
し
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
な
ど
の
皆
様
か
ら
は
、

中
国
、
北
朝
鮮
及
び
ロ
シ
ア
の
軍
事
動
向

や
米
中
競
争
の
ほ
か
、
防
衛
装
備
品
の
生

産
に
携
わ
る
企
業
が
多
く
所
在
す
る
と
い

っ
た
地
域
特
性
か
ら
、
防
衛
生
産
・
技
術

基
盤
及
び
人
的
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て
高

い
関
心
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

当
支
局
と
し
て
は
、
今
後
も
様
々
な
機

会
を
通
じ
、
防
衛
政
策
に
対
す
る
理
解
が

深
ま
り
、
地
域
社
会
と
の
連
携
強
化
が
進

む
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２０２３年（令和５年）冬号

令
和
５
年
版
防
衛
白
書
の
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
説
明

防衛白書は一般の書店でも

販売しているほか、防衛省の

ホームページに電子版を掲載

しています。

地 方 協 力

確 保 業 務

令
和
５
年
版
防
衛
白
書
は
、
令
和
４
年
12

月
の
国
家

安
全
保
障
戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力
整
備
計
画

の
三
文
書
策
定
後
、
初
め
て
刊
行
さ
れ
る
白
書
で
あ
り
、

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
の
変
化
や
防
衛

省
・
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
ご
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
主
と
し
て
次
の
６
点
を
重
点
的

又
は
新
た
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

①

ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
の
継
続
に
対
す
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
よ
る
防
衛

②

中
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
動
向
、
米
中
競

争
と
台
湾
を
め
ぐ
る
情
勢

③

三
文
書
策
定
の
経
緯
及
び
概
要

④

防
衛
力
抜
本
的
強
化
「
元
年
」
予
算

⑤

情
報
戦
へ
の
対
応
や
継
戦
能
力
を
確
保
す
る
た
め

の
持
続
性
・
強
靱
性
強
化
の
取
組
を
含
む
我
が
国
の

防
衛
力
の
抜
本
的
強
化

⑥

防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
及
び
人
的
基
盤
の
強
化
に

向
け
た
取
組

ま
た
、
厳
し
さ
を
増
す
安
全
保
障
環
境
の
中
で
、
我

が
国
の
強
固
な
防
衛
意
思
と
堅
固
な
防
衛
態
勢
を
し
っ

か
り
と
発
信
す
べ
く
、
三
文
書
を
踏
ま
え
た
、
我
が
国

自
身
の
防
衛
体
制
の
強
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、

内
容
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

防
衛
白
書
の
概
要



【大村 秀章 愛知県知事（右）へ説明】

２ ２０２３年（令和５年）冬号

【古田 肇 岐阜県知事（右）へ説明】

【一見 勝之 三重県知事（右手前）へ説明】

【中根 康浩 岡崎市長（右）へ説明】

【森 智宏 四日市市長（左手前）へ説明】

【石田 仁 大垣市長（左）へ説明】



２０２３年（令和５年）冬号 ３

自衛隊の活動

自
衛
隊
と
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携

防
災
訓
練
へ
の
自
衛
隊
の
参
加

愛
知
県
・
安
城
市
総
合
防
災
訓
練
な
ど

第
10

特
科
連
隊
の
活
動
な
ど

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
各
地
で
実
施
さ
れ
る
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
防
災
関

係
の
各
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
と
の
間
で
、
相
互
の
連
携
強
化
に
努
め
て

い
ま
す
。

９
月
１
日
の
防
災
の
日
に
当
た
っ
て

各
地
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
る
中
、
令

和
５
年
９
月
３
日
、
愛
知
県
東
部
の
三

河
地
域
で
は
、
安
城
市
総
合
運
動
公
園

な
ど
に
お
い
て
、
愛
知
県
と
安
城
市
の

主
催
に
よ
る
「
令
和
５
年
度

愛
知

県
・
安
城
市
総
合
防
災
訓
練
」
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
豊
川
市
、
岡
崎
市
、
高
浜

市
で
も
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
・
安
城
市
総
合
防
災
訓
練
は
、

駿
河
湾
か
ら
日
向
灘
を
震
源
域
と
し
た

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
、
伊
勢
湾
及

び
三
河
湾
に
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ

た
と
の
想
定
の
下
、
関
係
機
関
の
連
携

と
防
災
意
識
社
会
の
確
立
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
、
関
係
省
庁
、
地
方
公
共
団
体
、

警
察
、
消
防
、
民
間
企
業
な
ど
１
０
０

の
関
係
機
関
が
参
加
す
る
大
規
模
な
も

の
で
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
は
、
陸

上
自
衛
隊
第
10
師
団
の
隷
下
部
隊
な
ど

が
参
加
し
ま
し
た
。

【航空機による吊上げ救助訓練
（写真提供：豊川駐屯地） 】

【左：炊き出し訓練、中央：応急送電訓練、右：倒壊家屋からの救出救助訓練（写真提供：豊川駐屯地） 】

陸
上
自
衛
隊
第
10

師
団
隷
下
の
第
10

特

科
連
隊
は
、
火
力
戦
闘
に
任
ず
る
部
隊
で

あ
り
、
愛
知
県
東
部
の
三
河
地
域
18
市
町

村
の
防
衛
・
警
備
を
担
任
し
て
い
ま
す
。

三
河
地
域
に
お
い
て
災
害
が
発
生
し
た

際
、
同
部
隊
は
、
い
ち
早
く
被
災
地
域
に

駆
け
つ
け
、
地
域
の
皆
様
の
生
命
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
本
年
６
月
の
三
河
地
域

の
大
雨
に
よ
る
災
害
派
遣
に
も
従
事
し
ま

し
た
。

同
部
隊
は
、
平
素
か
ら
、
弛
ま
ぬ
訓
練

を
行
い
、
即
応
態
勢
を
維
持
し
つ
つ
、
各

地
の
防
災
訓
練
に
も
参
加
し
て
実
践
的
な

訓
練
を
行
い
、
部
隊
の
練
度
向
上
と
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
陸
上
自
衛
隊
は
、
部
隊
の
編

成
・
装
備
を
見
直
し
、
効
率
化
・
合
理
化

を
徹
底
し
た
上
で
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
適
切
な
配
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

豊
川
駐
屯
地
に
お
い
て
は
、
令
和
５
年

度
末
に
第
10
特
科
連
隊
の
廃
止
及
び
中
部

方
面
特
科
連
隊
（
仮
称
）
新
編
に
伴
う
１

個
特
科
大
隊
の
新
編
、
第
10
偵
察
戦
闘
大

隊
（
仮
称
）
の
新
編
を
予
定
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
地
域
の
皆
様
の
安
全
に
万
全

を
期
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
川
市
、
岡
崎
市
、
高
浜
市

の
防
災
訓
練
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
豊
川

駐
屯
地
に
所
在
す
る
第
10
特
科
連
隊
な

ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
訓
練
会
場
で
は
、
自
衛
隊
と
関
係

機
関
が
密
接
に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

指
揮
本
部
の
設
営
、
被
害
状
況
偵
察
、

物
資
空
輸
、
応
急
送
電
訓
練
、
倒
壊
家

屋
か
ら
の
救
出
救
助
、
航
空
機
に
よ
る

吊
上
げ
救
助
、
炊
き
出
し
な
ど
、
実
践

的
か
つ
効
果
的
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。



２０２３年（令和５年）冬号４

【小牧基地を出発する隊員（写真提供：小牧基地） 】

自衛隊の活動

在
イ
ス
ラ
エ
ル
国
邦
人
等
輸
送
の
実
施

防
衛
省
に
お
い
て
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
情
勢
に
鑑

み
、
令
和
５
年
10

月
13

日
、
外
務

大
臣
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
防
衛

大
臣
が
航
空
自
衛
隊
の
輸
送
機
を

ジ
ブ
チ
共
和
国
ま
で
移
動
さ
せ
、

待
機
す
る
こ
と
を
命
じ
ま
し
た
。

本
命
令
を
受
け
、
航
空
支
援
集

団
司
令
官
（
航
空
自
衛
隊
府
中
基

地
）
を
指
揮
官
と
す
る
在
イ
ス
ラ

エ
ル
国
邦
人
等
輸
送
統
合
任
務
部

隊
が
編
成
さ
れ
、
速
や
か
に
所
要

の
準
備
を
整
え
る
た
め
、
翌
14

日

航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
（
愛
知
県

小
牧
市
）
か
ら
Ｋ
Ｃ-

７
６
７
空
中

給
油
・
輸
送
機
１
機
が
出
発
し
ま

し
た
。

10

月
21

日
、
Ｋ
Ｃ-

７
６
７
空

中
給
油
・
輸
送
機
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
国
か
ら
邦
人
な
ど
83

名
を
乗
せ
、

無
事
羽
田
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
月
24
日
に
は
Ｋ
Ｃ-

７

６
７
空
中
給
油
・
輸
送
機
１
機
が

再
び
小
牧
基
地
を
出
発
し
、
11

月

３
日
に
邦
人
な
ど
46

名
を
乗
せ
無

事
羽
田
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。

大
規
模
津
波
防
災
総
合
訓
練

令
和
5
年
11
月
11
日
、
名
古
屋

港
ガ
ー
デ
ン
ふ
頭
に
お
い
て
、
国

土
交
通
省
、
愛
知
県
、
名
古
屋
市

及
び
名
古
屋
港
管
理
組
合
主
催
に

よ
る
「
令
和
５
年
度

大
規
模
津

波
防
災
総
合
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

同
訓
練
は
、
津
波
被
害
の
軽
減

と
津
波
か
ら
身
を
守
る
知
識
の
普

及
・
啓
発
を
目
的
に
67
の
団
体
が

参
加
す
る
大
規
模
な
も
の
で
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
伴
う
津
波

の
襲
来
を
想
定
し
た
陸
・
海
・
空

に
わ
た
る
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
は
、
陸

上
自
衛
隊
第
10
師
団
、
海
上
自
衛

隊
横
須
賀
地
方
隊
、
航
空
自
衛
隊

中
部
航
空
方
面
隊
な
ど
が
参
加
し
、

陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
関
係
機
関
と

連
携
し
た
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

助
・
救
出
、
道
路
啓
開
・
緊
急
車

両
走
行
訓
練
、
航
空
自
衛
隊
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
孤
立
者
の
捜
索

救
助
訓
練
、
海
上
自
衛
隊
艦
艇
に

よ
る
物
資
等
海
上
輸
送
訓
練
な
ど
、

実
践
的
か
つ
効
果
的
な
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

【物資等海上輸送訓練】

東
海
防
衛
支
局
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、
自
衛
隊
な
ど
に
よ
る
救

助
活
動
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
、
各
種
の
支
援
業
務
と
地
方
公
共
団
体
な
ど
と

の
連
絡
調
整
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
管
轄
内
の
地
方
公
共
団
体
が
行
う
防
災

訓
練
な
ど
に
参
加
し
、
相
互
の
関
係
構
築
及
び
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

【KC-767空中給油・輸送機】



防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を
支
え
る

東
海
３
県
の
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤

②

統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力

防 衛 装 備 品

調 達 事 務

統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
と
は

【統合防空ミサイル防衛（迎撃部分）のイメージ（「令和5年版防衛白書」より）】

海
に
囲
ま
れ
る
我
が
国
は
、
空
か
ら

飛
来
す
る
脅
威
へ
の
対
応
が
非
常
に
重

要
で
す
。
相
手
か
ら
の
我
が
国
に
対
す

る
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
つ
い
て
は
、
ミ
サ

イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
公
海
及

び
我
が
国
の
領
域
の
上
空
で
我
が
国
に

向
け
て
飛
来
す
る
ミ
サ
イ
ル
を
迎
撃
し

ま
す
。
現
状
に
お
い
て
は
、
我
が
国
全

域
を
防
護
す
る
た
め
の
イ
ー
ジ
ス
艦
及

び
拠
点
防
護
の
た
め
全
国
各
地
に
分
散

配
置
さ
れ
て
い
る
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト

（
P
A
C
❘
3
）
を
状
況
に
応
じ
て
機

動
・
展
開
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
我
が
国
の
防
衛
上
必
要

な
７
つ
の
機
能
・
能
力
の
う
ち
「
統

合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
」
に
つ

い
て
ご
説
明
し
、
そ
の
装
備
品
で
あ

る
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
の
契
約
状
況
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
前
号
で
ご
紹
介
し
た
「
ス
タ

ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
」
な
ど
を
活

用
す
る
「
反
撃
能
力
」
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
す
。

２０２３年（令和５年）冬号 ５

統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
強
化
の
取
組

将
来
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
に
対
処

す
る
た
め
、
イ
ー
ジ
ス
艦
に
搭
載
す
る

B
M
D
用
能
力
向
上
型
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

（
S
M
❘
3
ブ
ロ
ッ
ク
Ⅱ
A
）
を
日
米
共

同
で
開
発
し
、
順
次
取
得
を
進
め
て
い
ま

す
。

S
M

❘

3

ブ

ロ

ッ

ク

Ⅱ
A

は
、

S
M
❘
3
ブ
ロ
ッ
ク
Ⅰ
A
と
比
較
し
て
、

迎
撃
可
能
高
度
や
防
護
範
囲
が
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
撃
破
能
力
が
向
上
し
、
さ
ら

に
同
時
対
処
能
力
に
つ
い
て
も
向
上
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ー
ジ
ス
艦
の
能
力
向

上
と
増
勢
に
よ
り
継
続
的
な
対
処
能
力
を

強
化
す
る
た
め
、
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム

搭
載
艦
を
建
造
し
ま
す
。

地

対

空

誘

導

弾

ペ

ト

リ

オ

ッ

ト

P
A
C
❘
3
に
つ
い
て
も
、
能
力
向
上
型

で
あ
る
P
A
C
❘
3
M
S
E
（
※
1
）

の
導

入
を
進
め
て
お
り
、
迎
撃
高
度
は
十
数
キ

ロ
か
ら
数
十
キ
ロ
へ
と
延
伸
す
る
こ
と
と

な
り
、
従
来
の
P
A
C
❘
3
と
比
べ
、
お

お
む
ね
2
倍
以
上
に
防
護
範
囲
（
面
積
）

が
拡
大
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ペ
ト
リ
オ
ッ

ト
・
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
、
新
型
レ
ー
ダ

ー
（
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
（
※
２
）
）
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
❘
３
Ｍ
Ｓ
Ｅ
に
よ
る

極
超
音
速
滑
空
兵
器
（
Ｈ
Ｇ
Ｖ
（
※
３
）
）

な
ど
へ
の
対
処
能
力
を
向
上
さ
せ
る
計
画

で
す
。

※１ ＰＡＣ－３ＭＳＥ：ＰＡＣ－３（Patriot Advanced Capability-3）の能力向上型（Missile Segment Enhancement）の略

※２ ＬＴＡＭＤＳ(エルタムズ)：極超音速滑空兵器（HGV）などの将来脅威対処のために開発された低層防空用射撃管制レーダー

（Lower Tier Air Missile Defense Sensor）の略



統
合
防
空
ミ
サ

イ

ル

防

衛

能

力
の

迎

撃

ミ

サ

イ

ル

（
S
M
❘
3
ブ
ロ
ッ
ク
Ⅱ
A
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
❘
３
Ｍ
Ｓ
Ｅ
）

【弾道ミサイル対処能力向上のための主な取組
（「令和5年版防衛白書」より）】

【ペトリオットＰＡＣ－３ＭＳＥ
（「防衛省ＨＰ」より）】

Ｓ

Ｍ

❘

3

ブ

ロ

ッ

ク

Ⅱ
A
は
日
米
で
共
同
生
産

し
F
M
S
（
※
４
）

に
よ
り

取
得
・
配
備
を
進
め
て
お

り
、
P
A
C
❘
3
M
S
E
に

【SM-3ブロックⅡA発射試験
（「令和5年版防衛白書」より） 】

・防護範囲の拡大、撃破能力、対処能力の向上

・継続的な対処能力の強化 ・防護範囲の拡大、同時対処能力の向上

２０２３年（令和５年）冬号

※３ ＨＧＶ：極超音速滑空兵器（Hypersonic Glide Vehicle）の略

※４ ＦＭＳ：有償援助調達（Foreign Military Sales）の略

６

反
撃
能
力
と
は

【反撃能力（イメージ図）（「防衛省HP」より）】

我
が
国
周
辺
の
軍
事
動
向
か
ら
、
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
が
現

実
の
脅
威
と
な
る
中
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
の
強
化
だ
け

で
は
、
完
全
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
よ
り
飛
来
す
る
ミ

サ
イ
ル
を
防
ぎ
つ
つ
、
更
な
る
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
、
我
が

国
か
ら
有
効
な
反
撃
を
相
手
に
加
え
る
能
力
、
す
な
わ
ち

反
撃
能
力
を
保
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、
我
が
国
に
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど
を
試
み
よ
う
と
す

る
相
手
の
計
算
を
複
雑
化
さ
せ
、
我
が
国
を
攻
撃
す
る
こ

と
は
簡
単
で
は
な
い
、
攻
撃
す
る
こ
と
は
や
め
て
お
こ
う

と
思
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
、

三
菱
重
工
業
（
株
）
を
主
契
約

者
と
し
て
小
牧
北
工
場
に
お
い

て
国
内
生
産
し
て
い
ま
す
。



艦
艇
広
報
及
び
自
衛
隊
記
念
日
記
念
行
事

東
海
防
衛
支
局
の
政
策
広
報

２０２３年（令和５年）冬号

自衛隊の活動
及び地方協力
確保業務

【第10師団及び守山駐屯地記念行事
の様子（陸上自衛隊 74式戦車）】

【砕氷艦「しらせ」一般公開の様子】

防
衛
省
・
自
衛
隊
の
様
々
な
活
動
は
、
国
民
一

人
一
人
、
そ
し
て
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
理
解

と
協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
り
ま
す
。

自
衛
隊
で
は
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
自
衛
隊
記
念
日
に
記
念
行
事

や
航
空
祭
な
ど
を
開
催
し
、
施
設
を
一
般
の
方
々

に
開
放
し
て
、
地
域
の
皆
様
と
交
流
を
図
っ
て
い

ま
す
。

東
海
３
県
で
は
、
令
和
５
年
９
月
23
日
及
び
24

日
に
海
上
自
衛
隊
砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」
の
一
般
公

開
（
愛
知
県
三
河
港
蒲
郡
埠
頭
）
、
10
月
15
日
に

陸
上
自
衛
隊
第
10
師
団
創
立
61
周
年
記
念
行
事
・

守
山
駐
屯
地
創
設
64
周
年
記
念
行
事
（
愛
知
県
名

古
屋
市
）
、
11
月
３
日
に
陸
上
自
衛
隊
豊
川
駐
屯

地
創
立
73
周
年
記
念
行
事
（
愛
知
県
豊
川
市
）
、

同
月
４
日
に
陸
上
自
衛
隊
明
野
駐
屯
地
開
設
68
周

年
・
航
空
学
校
創
立
71
周
年
記
念
行
事
（
三
重
県

伊
勢
市
）
、
同
月
12
日
に
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地

航
空
祭
２
０
２
３
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」

へ
の
乗
艦
、
戦
車
な
ど
に
よ
る
模
擬
訓
練
、
Ｖ-

22

オ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
装
備
品
展
示
や
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

方
々
は
、
実
際
に
装
備
品
を
見
学
し
た
り
、
写
真

撮
影
を
す
る
な
ど
大
い
に
楽
し
ま
れ
た
様
子
で
し

た
。

７

【明野駐屯地及び航空学校記念行事の様子
（陸上自衛隊 V-22オスプレイ）】



２０２３年（令和５年）冬号

東
海
防
衛
支
局
の
政
策
広
報

【東海防衛支局の政策広報の様子】

８

〇 令和6年１～３月 海自艦艇寄港（四日市市、蒲郡市）、第10師団音楽まつり、小牧基地航空祭 など

※ 11月27日現在の情報です。詳細は、各自衛隊や地方協力本部のHPなどでご確認ください。

自衛隊のイベント情報

東
海
防
衛
支
局
で
は
、
防
衛
政
策
や
自
衛
隊
の
活

動
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
地
域
の
皆
様
に
ご
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
自
衛
隊
記
念
日
記
念
行
事

な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
政
策
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

先
に
ご
紹
介
し
た
、
砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」
の
一
般

公
開
、
第
10
師
団
及
び
守
山
駐
屯
地
記
念
行
事
、
豊

川
駐
屯
地
記
念
行
事
、
明
野
駐
屯
地
及
び
航
空
学
校

記
念
行
事
、
岐
阜
基
地
航
空
祭
に
お
い
て
、
広
報
ブ

ー
ス
を
設
置
し
、
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
の
必
要
性

を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
「
な
ぜ
、
い
ま
防
衛

力
の
抜
本
的
強
化
が
必
要
な
の
か
」
の
解
説
動
画
の

上
映
や
パ
ネ
ル
展
示
を
行
う
と
と
も
に
、
国
家
安
全

保
障
戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
及
び
防
衛
力
整
備
計
画

や
令
和
５
年
版
防
衛
白
書
の
各
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
防
衛
力
整
備
計
画
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
行

い
、
参
加
さ
れ
た
方
に
は
砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」
や
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
な
ど
の
缶
バ
ッ
ジ
を
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
地
の
広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
多
く
の
方
々
に
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
き
、
用
意
し
て
い
た
１
千
か
ら
４
千

部
の
広
報
資
料
を
お
配
り
し
、
訪
れ
た
方
か
ら
は
、

「
防
衛
力
整
備
計
画
に
興
味
を
持
っ
た
」
「
自
衛
隊

の
現
状
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

当
支
局
で
は
、
今
後
も
、
自
衛
隊
記
念
日
記
念
行

事
な
ど
に
お
い
て
、
政
策
広
報
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
来
場
の
際
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【岐阜基地航空祭の様子（ブルーインパルスの展示飛行）】



【 修一 玉城町長（左）】

地 方 協 力

確 保 業 務

防
衛
大
臣
感
謝
状
贈
呈

近
畿
中
部
防
衛
局
長
感
謝
状
贈
呈

令
和
５
年
11
月
１
日
の
自
衛
隊
記
念
日
に
際
し
て
、
次
の
地
方
公
共

団
体
の
首
長
の
方
々
に
防
衛
大
臣
感
謝
状
及
び
近
畿
中
部
防
衛
局
長

感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

各
氏
は
、
首
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
、
多
年
に
わ
た
り
防
衛
省
・

自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
防
衛

施
設
の
安
定
的
な
使
用
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

防
衛
大
臣
感
謝
状

浅
野

健
司

様
（
岐
阜
県
各
務
原
市
長
）

鈴
木

健
一

様
（
三
重
県
伊
勢
市
長
）

近
畿
中
部
防
衛
局
長
感
謝
状

河
村

た
か
し

様
（
愛
知
県
名
古
屋
市
長
）

村

修
一

様
（
三
重
県
玉
城
町
長
）

前
葉

泰
幸

様
（
三
重
県
津
市
長
）

（
五
十
音
順
に
よ
る
）

防衛大臣感謝状贈呈

【前葉 泰幸 津市長（右）】 【河村 たかし 名古屋市長（左）】

近畿中部防衛局長感謝状贈呈

【浅野 健司 各務原市長（左）】【鈴木 健一 伊勢市長（左）】

９２０２３年（令和５年）冬号

あ
さ
の

け
ん
じ

す
ず
き

け
ん
い
ち

か
わ
む
ら

ま
え
ば

や
す
ゆ
き

つ
じ
む
ら

し
ゅ
う
い
ち

【贈呈式で挨拶する木原防衛大臣】



２０２３年（令和５年）冬号

【
人
が
つ
な
が
る

創
造
が
生
ま
れ
る

し
な
や
か
さ
の
あ
る
ま
ち
】

柴橋 正直 岐阜市長

しばはし まさなお

自
衛
隊
と
の
関
わ
り

【宵の岐阜城】【柳ケ瀬グラッスル35と金公園】

岐
阜
県
の
中
南
部
に
位
置
し
、
名
古
屋
か
ら
電
車
で
わ
ず

か
20
分
の
県
都
岐
阜
市
は
、
斎
藤
道
三
公
が
礎
を
築
き
、
織

田
信
長
公
が
天
下
統
一
の
拠
点
と
し
た
歴
史
や
伝
統
文
化
が

今
も
息
づ
く
戦
国
城
下
ま
ち
で
す
。

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
金
華
山
に
そ
び
え
、
戦
国
時
代
の

石
垣
が
残
る
岐
阜
城
や
１
３
０
０
年
以
上
受
け
継
が
れ
る

「
ぎ
ふ
長
良
川
の
鵜
飼
」
に
は
、
毎
年
、
全
国
か
ら
多
く
の

方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
岐
阜
城
が
位
置
す
る
岐
阜
公
園
エ
リ
ア
か
ら
岐
阜
駅

周
辺
は
、
都
市
全
体
が
持
続
発
展
す
る
た
め
の
重
要
な
セ
ン

タ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
官
民
連
携
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
柳
ケ
瀬
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
再
開

発
ビ
ル
「
柳
ケ
瀬
グ
ラ
ッ
ス
ル
35
」
の
完
成
や
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
さ
れ
た
「
金
公
園
」
な

ど
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

岐
阜
市
は
、
岐
阜
基
地
周
辺
の
各
務
原
市
、
岐
南
町

及
び
笠
松
町
と
と
も
に
2
市
2
町
に
よ
る
岐
阜
基
地
周

辺
市
町
村
連
絡
協
議
会
を
組
織
し
、
岐
阜
基
地
及
び
東

海
防
衛
支
局
に
対
す
る
要
望
活
動
な
ど
を
通
し
た
、
自

衛
隊
と
の
情
報
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
年
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
、
「
防
災
フ

ェ
ア
」
に
お
い
て
は
、
自
衛
隊
の
皆
様
の
協
力
を
受
け
、

災
害
用
車
両
の
展
示
な
ど
を
行
い
、
自
衛
隊
活
動
や
防

災
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
の
ほ
か
、
継
続
し
て
自

衛
隊
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

「愛三岐の

ま ち か ら 」

岐
阜
県

岐
阜
市

うーたん

岐
阜
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
な
ど
、
社
会
情
勢
の
劇
的
な
変
化
に
伴
い
、
令
和
４

年
２
月
に
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
的
な
方
針
で
あ

る
、
「
岐
阜
市
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

本
構
想
に
は
、
「
人
が
つ
な
が
る

創
造
が
生
ま
れ

る

し
な
や
か
さ
の
あ
る
ま
ち
」
を
将
来
像
と
し
て
掲

げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切

に
す
る
「
オ
ー
ル
岐
阜
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
」
、
ま
た
、
新
た
な
価
値
を
生
み

出
す
「
Ｄ
Ｘ
と
脱
炭
素
化
」
の
推
進
、
そ
し
て
、
時
代

や
社
会
の
変
化
に
し
な
や
か
に
対
応
し
、
「
持
続
可
能

で
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
と
い
う
４
つ
を
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
「
教
育
・
子
育

て
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
５
つ
の
分
野
ご
と
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
掲
げ
、
未
来
を
見
据
え
た
施
策
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

１０

こ
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ね



２０２３年（令和５年）冬号

防 衛 施 設

周辺対策事業

各
務
原
市
庁
舎
整
備
事
業

民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
（
防
音
助
成
）

式
典
で
は
、
浅
野
健
司
各
務
原
市
長
の
挨
拶
、
武
藤

容
治
衆
議
院
議
員
及
び
古
田
肇
岐
阜
県
知
事
の
祝
辞
の

ほ
か
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
多
数

の
方
々
が
庁
舎
の
完
成
を
祝
福
し
ま
し
た
。

当
支
局
は
、
同
市
の
庁
舎
整
備
事
業
に
対
し
、
航
空

自
衛
隊
岐
阜
飛
行
場
に
お
け
る
航
空
機
の
離
着
陸
に
伴

う
騒
音
の
障
害
の
緩
和
に
資
す
る
よ
う
、
防
衛
施
設
周

辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
８
条
に
基

づ
く
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
（
防
音
助
成
）
と
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

【完成記念式典で挨拶される浅野健司
各務原市長（写真提供：各務原市）】

【完成記念式典の様子】

【各務原市庁舎高層棟（写真提供：各務原市）】 【各務原市庁舎全景（写真提供：各務原市）】

旧
各
務
原
市
庁
舎
は
、
昭
和
48
年
３
月
の
竣
工
以
来
、

行
政
運
営
の
中
枢
と
し
て
、
ま
た
市
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
防
災
拠
点
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
き
ま
し
た
が
、
竣
工
後
50
年
近
く
が
経
過
し
、
建

物
や
設
備
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
性
に
も
問
題
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
務
原
市
は
、
新
た
に
庁
舎
を
建

て
替
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

同
市
は
、
令
和
元
年
８
月
に
工
事
に
着
手
し
、
令
和

３
年
８
月
に
高
層
棟
が
完
成
、
同
年
９
月
21
日
か
ら
高

層
棟
で
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
庁
舎
の
解

体
撤
去
、
低
層
棟
の
建
設
及
び
駐
車
場
な
ど
の
外
構
工

事
が
行
わ
れ
、
庁
舎
全
体
が
完
成
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
11
月
４
日
に
は
、
庁
舎
完
成
記
念
式
典
が

執
り
行
わ
れ
、
防
衛
省
地
方
協
力
局
か
ら
大
和
局
長
及

び
信
太
地
域
社
会
協
力
総
括
課
長
、
東
海
防
衛
支
局
か

ら
宮
原
支
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
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補助金の交付の対象とする経費は表の限度額を超えない範囲で交付されます。

※防音区画改善工事又は外郭防音工事を実施する場合で、居室以外の区画を含めて工事する場合は、
上記表のそれぞれの額に1,675千円を加算できます。

２０２３年（令和５年）冬号１２

航空自衛隊岐阜飛行場周辺では、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律（昭和４９年法律

第１０１号）の第４条等に基づき、航空機による騒音の障害を防止又は軽減するために、皆様方がお

住いの住宅に対して防音工事の助成を行っていますが、令和５年９月、住宅防音工事（機能復旧工事

を除く。）の補助限度額について見直しを行いました。

※見直しの対象は、一挙防音工事、追加防音工事、防音区画改善工事及び外郭防音工事が該当します。

工事費の限度額（変更後）

工事室数 80W以上 75W以上80W未満

１室 4,448千円 2,930千円

２室 6,296千円 3,853千円

３室 8,083千円 4,958千円

４室 9,905千円 5,866千円

５室以上 11,546千円 6,776千円

※防音区画改善工事又は外郭防音工事を実施する場合で、居室以外の区画を含めて工事する場合は、
上記表のそれぞれの額に2,930千円を加算できます。

※石綿の使用が明らかな場合における石綿の撤去を伴う防音工事に係る額は、上記表のそれぞれの
額に石綿の撤去に係る額を加算できます。

工事費の限度額（変更前）

工事室数 80W以上 75W以上80W未満

１室 2,723千円 1,675千円

２室 4,503千円 2,723千円

３室 6,232千円 3,456千円

４室 7,803千円 4,190千円

５室以上 8,956千円 4,818千円

住宅防音工事の補助限度額の見直し

【お問い合わせ先】

東海防衛支局防音対策課 住宅防音係

電話：052-952-8226

ホームページアドレス：https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/

補 助 対 象 経 費 に つ い て



小型無人機等飛行禁止法に基づく対象防衛関係施設の指定

発行：東海防衛支局広報誌編集委員会
〒460-0001 愛知県名古屋市中区三の丸2-2-1 名古屋合同庁舎第１号館 電話052-952-8212

２０２３年（令和５年）冬号 （通巻第５７号) https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/

２０２３年（令和５年）冬号 １３

採用関連のご案内

東海防衛支局では、防衛省職員採用に関する説明会の開催や、人事院国家公務員セミナーにおいても

説明会を実施しています。国家公務員希望の方で防衛省に興味のある方は、是非ご参加ください。

防衛省職員採用に関する説明会では、防衛省全体に関する説明や東海北陸地区にある防衛省４機関

（東海防衛支局、陸上自衛隊、航空自衛隊、防衛装備庁）の説明を行っています。事前申し込みが必要

ですので、詳しくは東海防衛支局のホームページ又は防衛省のホームページをご確認ください。

。今後の予定

東海防衛支局ホームページ：「採用情報」

https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/saiyou/saiyou.html

お問合せ先：東海防衛支局 総務課 052-952-8221

令和6年1月20日（土）人事院国家公務員セミナー参加予定

（場所：金沢勤労者プラザ）

令和6年2月17日（土）人事院各機関合同業務説明会参加予定

（場所：愛知大学名古屋キャンパス）

令和6年2月中旬 国家行政・官庁ツアー（場所：東海防衛支局）

※人事院のセミナーついては、人事院のホームページをご確認ください。

令和５年９月に、陸上自衛隊春日井駐屯地、陸上自衛隊久居駐屯地、航空自衛隊小牧基地笠原訓練場

及び航空自衛隊高蔵寺分屯基地飛地地区が、新たに小型無人機等飛行禁止法に基づく対象防衛関係施設

に指定されましたのでお知らせします。

施設名 所在地 施設管理者 問い合わせ先

陸上自衛隊
春日井駐屯地

愛知県春日井市西山町
無番地

春日井駐屯地司令 0568-81-7183

陸上自衛隊
久居駐屯地

三重県津市久居新町
975番地

久居駐屯地司令 0592-55-3133

航空自衛隊
小牧基地笠原訓練場

岐阜県多治見市笠原町
字深山1番9

小牧基地司令 0568-76-2191

航空自衛隊
高蔵寺分屯基地飛地地区

愛知県春日井市木附町
無番地

高蔵寺分屯基地司令 0568-51-0265

令和５年９月２６日告示（同年１０月６日施行）

詳しくは、防衛省ホームページをご覧ください。
https://www.mod.go.jp/j/presiding/law/drone/index.html

https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/
https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/saiyou/saiyou.html
https://www.mod.go.jp/j/presiding/law/drone/index.html

